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　初めての例会運営であり、不安が多く至らない点が多くありましたが、
皆様に助けていただき無事に設営することが出来ました。先輩方に盛り上
げていただき、会場全体が愉しむ雰囲気に包まれました。
　新しい体制で迎える初めての例会でしたので、今年度のそれぞれの役割
を意識し、行動していただくことによりどのように愉しんで活動をしてく
のかを考えるきっかけとなり、私自身の活動の意欲も高まりました。
　この例会で培ったことを活かすことができるよう、邁進してまいります　この例会で培ったことを活かすことができるよう、邁進してまいります
ので、よろしくお願いいたします。

新年例会

Fun to UP委員会 委員長　小田上 尚典

　本年度当委員会では、パーソナルブランディング【組織内での個の価値
向上】を目標に１年間活動しております。この度は【８５分で創るのは、
１年後の自分、１０年後の未来】をテーマに、組織内での個の価値を認識
することを目標に例会を行いました。
　組織という枠組みの中で、個性豊かなリーダーを育成していけば、多様
な価値や考えを共有・発信ができ、地域の起点となる魅力あふれる人財が
生まれます。目標設定の大切さをグループワーク形式で多角的に考察する生まれます。目標設定の大切さをグループワーク形式で多角的に考察する
ことで、自身の魅力を再発見して頂きました。

２月例会

パーソナルブランディング向上委員会 委員長　中野 友博

Kouno Daisuke
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　３月例会では、市民提案型・市民参加型のまちづくりの必要性につ
いてお話をいただきました。地域の方々の思いの中から、活動を創り
出していくことの可能性や地域の方々と協力し共に取り組む必要性、
１人１人の出来る事から始めることが大切であると知っていただけた
と思います。
　これからのまちづくりをどのように進めていくか、どうするかだけ
ではなく、どうあるべきかを改めて考え、大竹市をより良いまちにしではなく、どうあるべきかを改めて考え、大竹市をより良いまちにし
ていくため、共に活動してくださる地域の方々への感謝を忘れず、協
力し合いながら未来の「笑顔」に繋げていきたいと思います。

３月例会

ふるさと創生委員会 委員長　岩﨑 静穂

　今回は大竹青年会議所の副理事長と専務理事に寄稿いただきました。
　本年度の活動をどのように行っていきたいのか、文章となるとまた身が引き締まる思い
でした。新型コロナウイルス感染症の影響により、様々な行事が中止となっている今だか
らこそ出来ることは何かを考え、表紙にあります『奉仕・修練・友情』を大切にしながら
活動しなければならないと感じています。4月からWeb上での例会や理事会などを開催し、
今できることに取り組んでおりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

4月例会

Fun to UP委員会 委員長　小田上 尚典
　４月例会では「切れ目のない広報」を掲げ、１年間の活動を行なっ
ていくにあたり、『PRと広報を知り、情報発信者となろう」と題し、
ＳＮＳの情報発信について受信者の考え方を意識した発信者としての
情報発信のプロセスを学び、体験していただきました。
　急遽Web例会という方法を取り、初めての試みではありましたが、
ディスカッションも行うことができ、会員一人ひとりが情報発信者で
あるという認識を持っていただけたのではないかと思います。あるという認識を持っていただけたのではないかと思います。
　会員全員でこれから大竹青年会議所の活動を多くの方に知っていた
だき、理解していただけるように活動してまいりたいと思います。


